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2

助
成
業
務

　

平
成
30
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

は
、
当
初
予
算
額
、
補
正
予
算
額
の
合
計

額
３
１
７
２
億
２
９
７
０
万
５
０
０
０
円 

（
復
興
特
別
会
計
を
含
み
ま
す
）
の
う
ち
、

３
１
６
６
億
１
８
１
３
万
円
を
８
６
５
校
に

対
し
て
交
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
補
助
は
２
７
１
３
億 

９
６
５
１
万
９
０
０
０
円
、
特
別
補
助
は

４
５
２
億
２
１
６
１
万
１
０
０
０
円
（
復

興
特
別
会
計
を
含
み
ま
す
）
と
な
っ
て
い

ま
す
（
表
１
・
２
）。

　

配
分
方
法
の
主
な
変
更
点
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業

　

教
育
の
質
的
転
換
や
、
産
業
界
・
他
大
学

等
と
の
連
携
、
地
域
に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
形
成
に
よ
る
資
源
の
集
中
化
・
共

有
な
ど
、
特
色
化
・
機
能
強
化
に
向
け
た
改

革
に
全
学
的
・
組
織
的
に
取
り
組
む
大
学
等

を
重
点
的
に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

30
年
度
は
、
従
前
の
タ
イ
プ
２
「
地
域
発

展
」
を
タ
イ
プ
５
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形

成
」
と
統
合
し
、
タ
イ
プ
５
を
中
長
期
計
画

の
実
施
状
況
を
評
価
す
る
「
発
展
型
」
と
体

制
の
整
備
状
況
を
評
価
す
る
「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
型
」
に
分
類
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
従
前
の
タ
イ
プ
３
「
産
業
界
・
他

大
学
等
と
の
連
携
」
を
、
産
業
界
と
連
携
し

た
高
度
な
教
育
研
究
を
支
援
す
る
タ
イ
プ
２

「
産
業
界
と
の
連
携
」
及
び
国
内
の
他
の
地

域
の
大
学
等
と
連
携
し
た
高
度
な
教
育
研
究

を
支
援
す
る
タ
イ
プ
３
「
他
大
学
等
と
の
広

域
・
分
野
連
携
」
と
し
て
新
設
し
ま
し
た
。

　

30
年
度
の
タ
イ
プ
１
～
４
の
選
定
校
数
は

２
７
８
校
（
実
数
）、
タ
イ
プ
５
の
選
定
は

23
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
１
３
４
校
で
し
た

（
表
３
・
４
）。

タ
イ
プ
１
「
教
育
の
質
的
転
換
」

　

全
学
的
な
体
制
で
の
教
育
の
質
的
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
30
年
度

は
、
55
点
以
上
（
84
点
満
点
）、
２
０
７
校

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

タ
イ
プ
２
「
産
業
界
と
の
連
携
」

　

産
業
界
と
連
携
し
た
高
度
な
教
育
研
究
を

支
援
し
ま
す
。
30
年
度
は
、
24
点
以
上
（
52

点
満
点
）、
49
校
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

タ
イ
プ
３
「
他
大
学
等
と
の
広
域
・
分
野
連
携
」

　

国
内
の
他
の
地
域
の
大
学
等
と
連
携
し
た

高
度
な
教
育
研
究
を
支
援
し
ま
す
。
30
年
度

は
、
11
点
以
上
（
49
点
満
点
）、
28
校
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

タ
イ
プ
４
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

　

国
際
環
境
整
備
、
地
域
の
国
際
化
等
、
多

様
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
支
援
し
ま
す
。
30
年

度
は
、
33
点
以
上
（
86
点
満
点
）、
82
校
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

タ
イ
プ
５
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
」

　

各
大
学
等
の
特
色
化
・
資
源
集
中
を
促

し
、
複
数
大
学
間
の
連
携
、
自
治
体
・
産

業
界
等
と
の
連
携
を
進
め
る
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
を
通
じ
た
大
学
改
革
の
推

進
を
支
援
し
ま
す
。
30
年
度
は
、「
発
展
型
」

で
は
13
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
70
校
が
選
定

さ
れ
、「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
型
」で
は
10
プ
ラ
ッ

平
成
30
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

　
　
最
終
交
付
状
況
と
配
分
方
法
の
主
な
変
更
点

表１　平成30年度 私立大学等経常費補助金交付状況

区　　　分

学　校　法　人　数 学　校　数 補　助　金　額

総数
（Ａ）

交付法人 総　数
（C）

交付校
予 算 額 交 付 決 定 額法人数

（Ｂ）
（Ｂ）
（Ａ）

学校数
（D）

（D）
（C）

一
般
補
助

％ ％ 千円 千円
大　　　　学 559 535 95.7 606 571 94.2 － 254,865,980
短 期 大 学 104 100 96.2 315 291 92.4 － 16,136,865
高等専門学校 1 1 100.0 3 3 100.0 － 393,674

計 664 636 95.8 924 865 93.6 269,677,000 271,396,519

特
別
補
助

大　　　　学 559 527 94.3 606 558 92.1 － 41,165,455
短 期 大 学 104 97 93.3 315 285 90.5 － 4,035,524
高等専門学校 1 1 100.0 3 3 100.0 － 20,632

計 664 625 94.1 924 846 91.6 47,552,705 45,221,611

合
　
　
計

大　　　　学 559 535 95.7 606 571 94.2 － 296,031,435
短 期 大 学 104 100 96.2 315 291 92.4 － 20,172,389
高等専門学校 1 1 100.0 3 3 100.0 － 414,306

計 664 636 95.8 924 865 93.6 317,229,705 316,618,130

表２　平成30年度 私立大学等経常費補助金特別補助交付状況

項　　目　　名 補助金額
対象（校） 交付額（千円）

１　成長力強化に貢献する質の高い教育 562 4,785,532
２　社会人の組織的な受入れ 789 3,829,572
３　大学等の国際交流の基盤整備 669 7,238,512
４　大学院等の機能の高度化 659 17,724,865
５　経営強化等支援 50 1,200,000
６　授業料減免及び学生の経済的支援体制の充実 734 9,132,067
７　東日本大震災からの復興支援（注1） 26 1,087,494
８　平成30年７月豪雨等からの復興支援 114 194,231
９　平成30年北海道胆振東部地震からの復興支援 16 29,338

特　別　補　助　計 846（注2） 45,221,611
（注１）復興特別会計にかかる項目　　（注２）対象校の合計欄は実交付学校数

表３　平成30年度 私立大学等改革総合支援事業（タイプ１～４）選定状況

区　　　分

大学 短大 高専
申請
校数
計

選定
校数
計

選定率

得点（点）

申請
校数

選定
校数 選定率 申請

校数
選定
校数 選定率 申請

校数
選定
校数

調査票
満点

申請校
平均点 選定点

タイプ１
【教育の質的転換】

420 142 34% 200 64 32% 2 1 622 207 33% 84 45.75 55
（452）（226）（50%）（211）（115）（55%）（2） （1） （665）（342）（51%）（95）（71.92）（79）

  タイプ２
【産業界との連携】 100 47 47% 16 2 13% 1 0 117 49 42% 52 21.12 24

タイプ３
【他大学等との広域・

分野連携】
91 27 30% 7 1 14% 0 0 98 28 29% 49 8.46 11

タイプ４
【グローバル化】

150 78 52% 20 4 20% 0 0 170 82 48% 86 32.46 33
（193）（76）（39%）（30） （4）（13%）（1） （0） （224）（80）（36%）（97）（51.59）（62）

延べ数 761 294 39% 243 71 29% 3 1 1007 366 36% － － －
（1143）（497）（43%）（389）（167）（43%）（5） （1）（1537）（665）（43%） － － －

実数計 431 210 49% 200 67 34% 2 1 633 278 44% － － －
（478）（317）（66%）（218）（130）（60%）（2） （1） （698）（448）（64%） － － －

（注）（   ） 内は29年度
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ト
フ
ォ
ー
ム
、
64
校
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
該
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
大
学
等
に

つ
い
て
は
、
一
般
補
助
及
び
特
別
補
助
に
お

い
て
、
次
の
と
お
り
増
額
し
ま
す
。

一
般
補
助

　
「
教
育
研
究
経
常
費
」
の
う
ち
「
教
員
経

費
」
及
び
「
学
生
経
費
」
の
補
助
金
算
定
額

に
19
・
１
％
を
乗
じ
た
額
に
つ
い
て
、
２
億 

５
０
０
０
万
円
を
上
限
と
し
て
増
額
し
ま
し
た
。

特
別
補
助

　

タ
イ
プ
ご
と
の
得
点
に
応
じ
一
定
額
を
増

額
し
ま
し
た
。

　

当
該
支
援
事
業
の
詳
細
は
、
文
部
科
学
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
教
育
▼
大
学
・
大
学
院
、

専
門
教
育
▼
私
立
学
校
の
振
興
▼
私
学
助
成

の
充
実
▼
大
学
等
関
連
▼
私
立
大
学
等
改
革

総
合
支
援
事
業
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

私
立
大
学
等
経
営
強
化
集
中
支
援
事
業

　

18
歳
人
口
の
急
激
な
減
少
を
見
据
え
、
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
経
営
改
革
を
進
め
、
地
方
に

高
度
な
大
学
機
能
の
集
積
を
図
る
地
方
の
中

小
規
模
私
立
大
学
等
に
対
し
、32（
２
０
２
０
）

年
度
ま
で
の
「
私
立
大
学
等
経
営
強
化
集
中

支
援
期
間
」
に
お
け
る
集
中
的
支
援
を
行
う

事
業
で
す
。

○
支
援
対
象
校
の
選
定
校
数

　

収
容
定
員
充
足
率
が
50
％
以
上
１
０
０
％

未
満
で
収
容
定
員
２
０
０
０
人
以
下
の
地
方

の
中
小
規
模
私
立
大
学
等
の
う
ち
、
85
校
か

ら
申
請
が
あ
り
、50
校
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
選
定
・
配
分
方
法

　

入
学
者
数
の
増
、
収
支
状
況
の
改
善
、
組

織
体
制
の
強
化
等
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
評
価
指

標
）
を
盛
り
込
ん
だ
経
営
改
革
計
画
及
び
経

営
改
善
状
況
を
審
査
・
選
定
し
、
評
価
結
果

に
応
じ
て
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、選
定
校
に
つ
い
て
は
、32（
２
０
２
０
）

年
度
ま
で
の
３
年
間
の
継
続
支
援
を
行
い
ま

す
が
、
毎
年
度
、
経
営
改
革
計
画
の
進
捗
状

況
に
応
じ
、
配
分
額
の
減
額
、
中
止
な
ど
の

見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

一
　
般
　
補
　
助

　

財
務
省
に
よ
る
予
算
執
行
調
査
に
お
い
て
、

今
後
の
改
善
点
・
検
討
の
方
向
性
と
し
て
示

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
補
助
金
の
基
準
額
の

増
額
又
は
減
額
に
用
い
る
増
減
率
（
教
育
条

件
に
関
す
る
こ
と
、
財
政
状
況
に
関
す
る
こ

と
、
情
報
の
公
表
の
実
施
状
況
に
関
す
る
こ

と
）
に
お
い
て
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
変
更

し
ま
し
た
。

○�

定
員
未
充
足
の
学
部
等
に
対
す
る
増
減
率

の
強
化

　
「
学
部
等
ご
と
の
収
容
定
員
に
対
す
る
在

籍
学
生
数
の
割
合
」
に
よ
る
増
減
率
に
お
い

て
、
定
員
未
充
足
の
学
部
等
に
対
す
る
増
減

率
表
を
細
分
化
し
強
化
し
ま
し
た
。

○�

財
務
情
報
を
公
表
し
て
い
な
い
大
学
等
に

対
す
る
増
減
率
の
強
化

　
「
情
報
の
公
表
の
実
施
状
況
に
関
す
る
こ

と
」
の
う
ち
、「
財
務
情
報
」
の
増
減
率
に

お
い
て
、
積
極
的
な
情
報
の
公
開
を
促
進
す

る
た
め
、
財
務
情
報
を
公
表
し
て
い
な
い
大

学
等
に
つ
い
て
減
額
を
強
化
し
ま
し
た
。

○�
教
育
の
質
に
か
か
る
客
観
的
指
標
に
よ
る

増
減
率
の
導
入

　

従
前
、
補
助
金
の
基
準
額
の
増
額
又
は
減

額
に
用
い
て
い
た
増
減
率
の
項
目
に
加
え
、

教
育
の
質
に
か
か
る
客
観
的
指
標
を
用
い

て
、
プ
ラ
ス
２
％
か
ら
マ
イ
ナ
ス
２
％
の
５

段
階
で
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
客
観
的
指
標
に
つ
い
て
は
、
私
立

大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
（
タ
イ
プ
１
）

の
「
全
学
的
な
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の

構
築
」、「
学
生
の
学
修
時
間
・
学
修
行
動

の
把
握
」、「
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
の
導
入
、
活
用
」 

な
ど
の
調
査
項
目
を
参
考
に
設
定
し
て
い
ま

す
。特

　
別
　
補
　
助

○�

大
学
院
に
お
け
る
研
究
の
充
実
（
若
手
研

究
者
へ
の
支
援
）

　

知
の
創
出
を
は
じ
め
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
中
核
を
担
う
若
手
研
究
者
の

育
成
と
活
躍
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
等
を

行
う
大
学
等
を
重
点
的
に
支
援
し
ま
し
た
。

　

従
前
の「
大
学
院
に
お
け
る
研
究
の
充
実
」

の
項
目
に
お
い
て
、
若
手
研
究
者
の
支
援
の

た
め
、
若
手
研
究
者
採
用
に
向
け
た
人
事
計

画
を
策
定
し
、
若
手
研
究
者
の
育
成
と
活
躍

促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
等
を
行
っ
て
い
る

大
学
等
に
対
し
増
額
し
ま
し
た
。

そ
　
　
の
　
　
他

○�

不
交
付
と
な
る
入
学
定
員
超
過
率
に
関
す

る
取
り
扱
い
【
厳
格
化
】

　

学
校
全
体
又
は
学
部
等
単
位
で
補
助
金
が

不
交
付
と
な
る
入
学
定
員
超
過
率
は
、
27
年

度
ま
で
は
収
容
定
員
規
模
が
８
０
０
０
人
以

上
の
大
規
模
大
学
で
は
１
・
２
倍
以
上
、
そ

れ
以
外
の
大
学
等
で
は
１
・
３
倍
以
上
と
し

て
い
ま
し
た
。
28
年
度
か
ら
は
教
育
条
件
の

表4　平成30年度 私立大学等改革総合支援事業（タイプ５）選定状況�

区　　　分
申請数 選定数

発展型 スタート
アップ型 合計 発展型 スタート

アップ型 合計

プラットフォーム数

地方型 11 16 27
（13） 8 7 15

（6）

都市型 7 5 12
（8） 5 3 8

（3）

合計 18 21 39
（21） 13 10 23

（9）

大学等数

地方型 50 69 119
（58） 31 35 66

（28）

都市型 91 37 128
（61） 39 29 68

（46）

合計 141 106 247
（119） 70 64 134

（74）

（注）（   ） 内は29年度
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維
持
・
向
上
及
び
地
方
創
生
の
観
点
を
踏
ま

え
、
適
正
な
定
員
管
理
を
促
す
た
め
、
表
５

の
と
お
り
収
容
定
員
規
模
を
４
０
０
０
人
未

満
、
４
０
０
０
人
以
上
８
０
０
０
人
未
満
、 

８
０
０
０
人
以
上
の
三
つ
の
区
分
に
細
分
化

し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
０
０
０
人
以
上
の
区
分

に
つ
い
て
は
30
年
度
ま
で
段
階
的
に
不
交
付

と
な
る
入
学
定
員
超
過
率
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
不
交
付
と
な
る
入
学
定
員
超
過
率

で
あ
っ
て
も
、
過
去
３
か
年
間
の
各
年
度
に

お
い
て
不
交
付
と
な
る
入
学
定
員
超
過
率
未

満
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
例
外
と
し
て
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
補
助
金
算
定
に

か
か
る
Ａ
区
分
（
学
部
等
ご
と
の
収
容
定
員

に
対
す
る
在
籍
学
生
数
の
割
合
に
よ
る
増
減

率
）
は
、
従
前
ど
お
り
マ
イ
ナ
ス
50
％
と
し

て
算
定
し
ま
す
。

○�

新
設
学
部
・
学
科
の
取
り
扱
い

　

既
設
学
部
・
学
科
の
定
員
減
を
伴
い
、
新

た
に
設
置
さ
れ
た
学
部
・
学
科
は
、
補
助
の

対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
学
生

経
費
、
厚
生
補
導
費
の
費
目
の
補
助
金
額
に

つ
い
て
、
既
設
学
部
・
学
科
に
お
い
て
減
じ

た
入
学
定
員
に
応
じ
て
算
出
し
て
い
ま
し

た
。

　

30
年
度
か
ら
、
よ
り
適
正
な
配
分
を
行
う

た
め
、
専
任
教
員
等
給
与
費
、
教
員
経
費
、

研
究
旅
費
の
費
目
も
同
様
に
、
既
設
学
部
・

学
科
に
お
い
て
減
じ
た
入
学
定
員
に
応
じ
て

算
出
し
ま
す
。

　

主
な
変
更
点
は
以
上
で
す
。
補
助
金
の
交

付
状
況
及
び
配
分
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
私

学
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
助
成
業
務
の
ご

案
内
▼
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
〕
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

電
子
証
明
書
等
の
取
り
扱
い

　

私
学
事
業
団
で
は
、
認
証
シ
ス
テ
ム
及
び

暗
号
化
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
等
に
よ
り
情
報
の
流

出
や
改
ざ
ん
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
充
分
配

慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
「
基
礎
調
査
票
ｅ
―
マ
ネ
ー

ジ
ャ
」
等
の
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る
に

は
、
電
子
証
明
書
と
パ
ス
ワ
ー
ド
（
以
下 

「
電
子
証
明
書
等
」
と
い
い
ま
す
）
が
必
要

で
す
。

　

電
子
証
明
書
等
の
不
適
切
な
取
り
扱
い
に

よ
っ
て
は
、
情
報
の
流
出
や
改
ざ
ん
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
２
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

電
子
証
明
書
は
、
学
校
法
人
基
礎
調
査
等

の
業
務
を
担
当
し
て
い
る
責
任
者
、
あ
る

い
は
責
任
者
が
許
可
し
た
担
当
者
の
端
末

に
の
み
イ
ン
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
に
、
電

子
証
明
書
等
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
保
管

及
び
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度
電
子
証
明
書
等

の
送
付

　

電
子
証
明
書
は
、
学
校
法
人
基
礎
調
査
の

書
類
に
同
封
し
、学
校
法
人
へ
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
電
子
証
明
書
と
は

別
に
送
付
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
次
の
４
種
類
の
電
子
証
明
書
を

送
付
し
ま
す
。

◆�

親
認
証
◆
子
認
証
（
学
校
法
人
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
閲
覧
用
、
私
学
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
用
、
寄
付
金
シ
ス
テ
ム
用
）

　

な
お
「
基
礎
調
査
票
ｅ
－マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
用

の
子
認
証
は
送
付
し
ま
せ
ん
。
取
得
す
る
場

合
は
、
親
認
証
を
イ
ン
ポ
ー
ト
し
た
パ
ソ
コ

ン
か
ら
「
基
礎
調
査
票
ｅ
－
マ
ネ
ー
ジ
ャ
」

に
ロ
グ
イ
ン
後
、
画
面
上
の
操
作
に
よ
っ
て

子
認
証
を
発
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
学
校
法
人
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」で
は
、「
私

学
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」
や
「
基
礎
調
査
票

ｅ
－
マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
等
、
学
校
法
人
が
利
用

可
能
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
入
口
の
他
に
、
連

絡
掲
示
板
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�　

学
校
法
人
基
礎
調
査
に
お
け
る
「
法
人

番
号
」
と
は
、
学
校
法
人
ご
と
に
私
学
事

業
団
私
学
振
興
事
業
本
部
で
指
定
す
る

６
桁
の
番
号
で
す
。

　

�　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
に
基
づ
き
、
国

税
庁
が
指
定
す
る
13
桁
の
法
人
番
号
と
は

関
連
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度
電
子
証
明
書
等
の
取
り
扱
い

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

補
助
金
課

一
般
補
助

☎
０
３
（
３
２
３
０
）

　
　
　
　

７
３
０
０
～
７
３
０
２
・
７
３
１
３

特
別
補
助

☎
０
３
（
３
２
３
０
）

　
　
　
　

７
３
０
３
～
７
３
０
５
・
７
３
１
２

　
　
　
　

７
３
０
９
～
７
３
１
１

私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業

☎
０
３
（
３
２
３
０
）

　
　
　
　

７
３
０
６
～
７
３
０
８
・
７
３
１
４

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

表5　
【平成27年度】　不交付となる入学定員超過率
　　　　　　　「学校全体」又は「学部等単位」�

定員規模 8,000人未満 8,000人以上 

充 足 率 1.3倍以上 1.2倍以上 

　　　　　　　　　
【改正の内容】 

定員規模 4,000人未満 4,000人以上 
8,000人未満 8,000人以上 

28年度 1.3倍以上 1.27倍以上 1.17倍以上 

29年度 1.3倍以上 1.24倍以上 1.14倍以上 

30年度 1.3倍以上 1.20倍以上 1.10倍以上 
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大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
高

等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
中
学
校
・
義
務

教
育
学
校
・
小
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法
人

を
対
象
と
し
て
「
平
成
31
年
度
学
校
法
人
基

礎
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
は
、
私
学

事
業
団
が
行
う
経
営
相
談
、
融
資
、
補
助
金

交
付
等
の
各
種
業
務
、
私
学
団
体
に
よ
る
分

析
等
、
ま
た
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
私
学
振

興
方
策
等
の
企
画
・
立
案
及
び
予
算
要
求
の

た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
「
基
礎
調
査
票
ｅ
―マ
ネ
ー
ジ
ャ
」（
以

下
「
ｅ
―マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
と
い
い
ま
す
）
に

よ
り
実
施
し
ま
す
。
調
査
に
関
す
る
ご
案
内

は
、
私
学
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
助
成
業

務
の
ご
案
内
▼
学
校
法
人
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

へ（
画
面
右
上
）〕に
随
時
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
参
照
く
だ
さ
い
（
下
図
参
照
）。

　

な
お
、
平
成
31（
２
０
１
９
）年
５
月
１
日

に
元
号
が
改
め
ら
れ
ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム
の

都
合
上
、
本
調
査
は
「
平
成
31
年
度 

学
校

法
人
基
礎
調
査
」
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

新
元
号
元
年
は
平
成
31
年
、
新
元
号
2
年

は
平
成
32
年
等
に
読
み
替
え
て
ご
対
応
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
ｅ
―マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
を
利
用
し
た
提
出

　

電
子
認
証
に
よ
り
「
ｅ
―マ
ネ
ー
ジ
ャ
」

に
ア
ク
セ
ス
し
、
各
調
査
項
目
に
デ
ー
タ
を

入
力
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
･
入
力
要
領
」

は
、「
ｅ
―マ
ネ
ー
ジ
ャ
連
絡
用
掲
示
板
」
又

は
「
電
子
窓
口
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
ｅ
―マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
の
メ
リ
ッ
ト

①�

認
証
シ
ス
テ
ム
及
び
暗
号
化
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
る
た
め
、
情
報
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
確
保
に
充
分
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

②�
複
数
の
部
署
で
同
時
に
作
業
が
可
能
で
す
。

③�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
提
出
の
た
め
、

提
出
期
限
直
前
ま
で
作
業
が
可
能
で
す
。

④�

「
ｅ
―マ
ネ
ー
ジ
ャ
」 

を
ご
利
用
の
際
に 

イ
ン
ポ
ー
ト
し
た
認
証（
親
認
証
）に
よ
り
、

学
校
経
営
の
た
め
の
分
析
資
料
出
力
や
、

『
今
日
の
私
学
財
政
』
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
私
学
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
環
境
等
に
よ
り
「
ｅ
―マ
ネ
ー

ジ
ャ
」
を
ご
利
用
に
な
れ
な
い
場
合
は
、
私

学
情
報
室
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

決
算
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　（
大
学
法
人
～
小
学
校
法
人
の
皆
様
へ
）

　

本
調
査
提
出
の
際
、
30
年
度
の
「
決
算
書

（
写
）」「
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
書
（
写
）」

「
収
益
事
業
の
決
算
書
（
写
）」
を
各
１
部
、
私

学
情
報
室
宛
て
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
書
（
写
）」「
収

益
事
業
の
決
算
書
（
写
）」
の
提
出
漏
れ
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
決
算
書
は
、
基
礎

調
査
の
財
務
関
連
数
値
の
確
認
、
統
計
分
析

資
料
作
成
に
お
け
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
基
礎
調
査
同
様
、
調
査
目
的
以
外

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
補
助
金
課
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
場

合
で
も
、
お
手
数
で
す
が
、
別
途
私
学
情
報

室
へ
も
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
１
０
２
‐
８
１
４
５

　

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
１
‐
10
‐
12

　

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
学
情
報
室

大
学
法
人
・
短
期
大
学
法
人
・

高
等
専
門
学
校
法
人
の
皆
様
へ

　

大
学
法
人
・
短
期
大
学
法
人
・
高
等
専
門

学
校
法
人
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
納

付
金
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
調
査
へ

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
平
成
31
年
度
学
校
法
人
基
礎
調
査
」
の
ご
案
内

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
０
～
７
８
４
４

Ｅ
メ
ー
ル　

k-chousa@
shigaku.go.jp

決
算
書
送
付
先

電子証明書をインポートしたパソコンから、
私学事業団ホームページ（私学振興事業本部）を表示し、
画面 右上の学校法人ポータルサイトへをクリック

ユーザID（法人番号）
とパスワードを入力し、
ログインをクリック

図　「e ｰ マネージャ」閲覧方法

学校法人ポータルサイトへ
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今
回
は
、
教
学
改
革
を
テ
ー
マ
に
、「
世

界
有
数
の
医
療
系
大
学
」
を
目
標
と
し
て
掲

げ
、
教
育
・
研
究
に
関
す
る
五
つ
の
教
学
方

針
を
定
め
て
改
革
に
取
り
組
む
、
大
阪
医
科

大
学
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
大
阪
医
科
大
学
は
、
昭
和
２
年
に
創
設
さ

れ
た
大
阪
高
等
医
学
専
門
学
校
が
母
体
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
者
で
あ
る
学
校
法
人
は
、
平

成
26
年
に
高
槻
高
等
学
校
、
28
年
に
は
大
阪

薬
科
大
学
と
合
併
し
、
法
人
名
を
「
大
阪
医

科
薬
科
大
学
」
と
し
て
歩
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

【
五
つ
の
教
学
改
革
方
針
】

　

27
年
の
大
槻
学
長
就
任
時
に
は
、
初
代
理

事
長
の
吉
津
度
氏
が
唱
え
た
「
医
育
機
関
の

使
命
は
医
学
教
育
と
医
学
研
究
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
研
究
は
実
地
の
医
療
に
活
か
す
こ
と

で
完
成
す
る
。」
に
則
り
、
次
の
五
つ
の
改

革
方
針
を
公
表
し
、
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

・Innovation

（
今
、
行
う
べ
き
改
革
）

・G
lobalization

（
教
育
研
究
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
）

・Social C
ontribution

（
社
会
貢
献
活
動
と
社
会
的
責
任
）

・Translational Research

（�

基
礎
か
ら
臨
床
研
究
の
橋
渡
し
と 

only one

の
研
究
拠
点
の
形
成
）

・O
pen M

ind

（
情
報
の
発
信
と
共
有
化
）

　

こ
れ
ら
の
五
つ
の
方
針
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
と
具
現
化
の
た
め
の
行
動
目
標
を
設
け
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
28
年
に
は
建
学
の
精
神
を
引
き
継

ぎ
、「
至し

せ
い
じ
ん
じ
ゅ
つ

誠
仁
術
」
を
学
是
と
し
て
制
定
し
、

医
学
部
で
は
学
力
の
み
な
ら
ず
、
医
学
へ
の

姿
勢
・
熱
意
や
入
学
後
の
学
修
へ
の
強
い
意

欲
を
持
つ
学
生
を
選
抜
す
る
総
合
型
選
抜「
建

学
の
精
神
入
試
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

【Innovation

】

（
今
、
行
う
べ
き
改
革
）

　

26
年
の
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
学
長
の
権
限
強
化
と
制
度
改
革
を
行
い

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
の
導
入
、

医
学
教
育
分
野
別
評
価
（
国
際
認
証
）
受
審

の
た
め
に
必
要
と
な
る
、
臨
床
実
習
の
大
幅

な
増
加
や
学
生
研
究
等
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
行
う
た
め
の
組

織
と
し
て
「
教
育
戦
略
会
議
（
毎
月
開
催
）」

を
設
置
し
ま
し
た
。
会
議
の
委
員
は
学
長
、

看
護
学
部
長
、
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、
学
務
部

職
員
な
ど
の
教
育
に
関
わ
る
主
な
教
職
員
で

構
成
さ
れ
、
教
職
協
働
で
改
革
や
施
策
を
実

行
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
組
織
改
革
は
、
こ
れ
ま
で
大
学
院
傘

下
の
組
織
で
あ
っ
た
研
究
機
構
を
大
学
直
下

の
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
に
改
組
し
、
ま
た
、

事
務
組
織
と
し
て
研
究
推
進
課
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
看
護
学
部
と
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
が
教
職
協
働
の
下
、
活
発
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

改
革
の
成
果
は
、
29
年
度
の
文
部
科
学
省

の
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
の
、
三

つ
の
タ
イ
プ
（
タ
イ
プ
１
「
教
育
の
質
的
転

換
」、
タ
イ
プ
３
「
産
業
界
・
他
大
学
等
の
連

携
」、タ
イ
プ
５
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
」）

や
、
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

（
タ
イ
プ
Ａ
「
社
会
展
開
型
」）
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
採
択
な
ど
の
形
で
表
れ
て
い
ま
す
。

【G
lobalization

】

（
教
育
研
究
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
）

　

医
学
教
育
・
研
究
・
医
療
技
術
の
国
際
交

流
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
中
山
国
際

医
学
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
現
在
、

海
外
の
10
大
学
と
包
括
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
毎
年
30
名
程
度
の
学
生
が
協
定
校
へ
短

期
留
学
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
設
を
構
想
中
の
大
学
院
医
学
研

究
科
修
士
課
程
に
つ
い
て
は
、
単
位
互
換
や

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
を
目
的
と
し
て
お
り
、

更
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
る
た
め
、
外

大阪医科大学の施設

五つの教学方針

大
阪
医
科
大
学

世
界
有
数
の
医
療
系
大
学
を
目
指
し
て

学
校
訪
問
記
～
未
来
に
向
か
っ
て
～
　
第
９
回

シ リ ー ズ
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国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
制
度
の
確
立
等
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

【Social C
ontribution

】

（
社
会
貢
献
活
動
と
社
会
的
責
任
）

　

兵
庫
県
や
高
知
県
で
の
医
師
派
遣
を
行

い
、
地
域
医
療
対
策
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
際
に

は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
医
師
、
看
護
師
、
業
務
調

整
員
等
で
構
成
さ
れ
、
大
規
模
災
害
時
等
に

活
動
す
る
医
療
チ
ー
ム
）
の
派
遣
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
方
、
大
学
が
立
地
す
る
高
槻
市
は
今
後

少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、
住
民
の
健
康
管
理

が
重
要
な
課
題
と
な
る
た
め
、
高
槻
市
及
び

高
槻
市
商
工
会
議
所
と
協
定
を
締
結
し
て
、

食
育
・
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

口
腔
内
細
菌
と
糖
尿
病
等
の
疾
患
の
関
連
性

に
つ
い
て
、
附
属
病
院
の
患
者
や
地
域
住
民

の
協
力
を
得
て
、
唾
液
の
サ
ン
プ
ル
を
採
集

し
て
調
査
・
研
究
を
行
い
、
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア

に
よ
る
市
民
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、「
た
か
つ
き
モ
デ
ル
」

と
し
て
他
の
地
域
に
も
応
用
可
能
な
モ
デ
ル

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、高
槻
市
を
拠
点
と
す
る
３
大
学（
関

西
大
学
、
大
阪
薬
科
大
学
、
大
阪
医
科
大
学
）

の
連
携
に
よ
る
「
医
工
薬
連
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
市
内
の
小
中
学
校
へ
の
理
科
の

出
前
講
義
や
市
民
公
開
講
座
を
実
施
し
て
市

の
教
育
分
野
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

【Translational Research

】

（
基
礎
か
ら
臨
床
研
究
の
橋
渡
し
と

 only one

の
研
究
拠
点
の
形
成
）

　

教
育
戦
略
会
議
と
同
様
、
研
究
の
重
要
事

項
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
研
究
戦
略
会

議
（
毎
月
開
催
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
究
活
動
の
活
性
化
と
科
研
費

等
の
競
争
的
外
部
研
究
資
金
の
獲
得
増
を

支
援
す
る
た
め
、
Ｕ
Ｒ
Ａ
（U

niversity 
Research A

dm
inistrator

）
を
置
き
ま
し

た
。
Ｕ
Ｒ
Ａ
は
、
研
究
戦
略
会
議
の
主
要
構

成
員
と
し
て
、
補
助
金
申
請
の
計
画
調
書
作

成
等
に
つ
い
て
助
言
を
行
い
、
教
職
員
の
橋

渡
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
と
し
て
、

文
部
科
学
省
の
科
研
費
の
新
規
採
択
件
数
が

４
年
前
と
比
較
し
て
倍
増
す
る
な
ど
、
大
き

な
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

【O
pen　

M
ind

】

（
情
報
の
発
信
と
共
有
化
）

　

学
長
の
教
学
方
針
や
情
報
発
信
を
行
う
た

め
に
、
学
長
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
学
長
の

O
pen M

ind

）
で
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
共
有
の
た
め
に
、
全
教
職
員

が
参
加
す
る
「
教
育
・
研
究
集
会
」
を
学
長

主
宰
と
し
て
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
集
会
で
は
、
教
育
研
究
活
動
の
報
告
や
自

由
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
Ｆ
Ｄ
及
び
Ｓ
Ｄ

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
集
会
は
学
生
に
も
公
開
さ
れ
て
お

り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
の
学
生
が
発
言
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
教
育
研
究
全
般
に
関
わ
る
情

報
収
集
や
分
析
及
び
発
信
を
行
う
た
め
、

Institutional Research

（
Ｉ
Ｒ
）
室
を
学

長
直
轄
の
部
署
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
（
統

計
学
を
専
門
と
す
る
専
任
の
教
職
員
２
名
で

構
成
）。

　

収
集
さ
れ
た
情
報
は
、
学
長
や
教
育
戦
略

会
議
に
報
告
さ
れ
る
ほ
か
、
個
別
の
依
頼
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　

29
年
３
月
の
大
学
設
置
基
準
等
の
改
正
で

は
、
教
員
と
事
務
職
員
等
が
教
職
協
働
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
組

織
に
か
か
る
規
定
の
改
正
及
び
教
職
協
働
に

か
か
る
規
定
が
新
設
さ
れ
、
そ
の
重
要
性
が

増
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
学
長
自
ら

先
頭
に
立
っ
て
教
学
方
針
の
情
報
共
有
を
行

い
、
教
育
・
研
究
戦
略
会
議
及
び
教
育
・
研

究
集
会
に
よ
っ
て
教
職
協
働
の
意
識
を
少
し

ず
つ
浸
透
さ
せ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、「
大
学
の

運
営
・
管
理
に
職
員
が
積
極
的
に
関
与
し
教

員
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
つ
つ
、
一
定
の
か
じ
取

り
を
行
う
力
を
身
に
着
け
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
今
後
、
若
手
職
員
へ
の
意
識
付

け
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
い
う
お
話

が
あ
り
、
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が
改
革
の
意

識
を
持
ち
、
大
学
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
の

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

【
取
材
】
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

熊本地震へのDMAT派遣

教育・研究集会の様子
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平
成
26
年
度
に
開
設
し
た
「
大
学
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
」（https://up-j.shigaku.go.jp/

）

に
つ
い
て
、
大
学
・
短
期
大
学
（
以
下
「
大

学
等
」
と
い
い
ま
す
）
へ
の
進
学
を
希
望
す

る
高
校
生
や
そ
の
保
護
者
の
方
、
進
路
指
導

を
担
当
さ
れ
る
先
生
方
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
内
容
や
利
用
方
法
を
ご
案
内
し
ま

す
。

「
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」
っ
て
な
に
？

　

大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
と
は
、
多
種
多
様
な

大
学
等
の
個
性
・
魅
力
を
、
受
験
生
を
は
じ

め
広
く
社
会
一
般
に
発
信
す
る
場
と
し
て
作

ら
れ
た
、
国
公
私
立
共
通
の
し
く
み
で
す
。

　

大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
の
運
用
管
理
は
、
文

部
科
学
省
の
所
管
法
人
で
あ
る
独
立
行
政
法

人
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
と
私

学
事
業
団
が
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
掲
載

し
て
い
る
情
報
は
、
参
加
す
る
大
学
等
が
自

主
的
に
入
力
し
た
信
頼
で
き
る
情
報
で
す
。

大
学
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
違
い
は
？

　

大
学
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
自
校
の

教
育
や
研
究
、
学
生
支
援
な
ど
の
魅
力
・
強

み
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
個
性
あ
ふ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
学
等
ご
と
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
が
異

な
る
た
め
、
知
り
た
い
情
報
に
た
ど
り
着
く

ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
で

は
、
国
公
立
と
私
立
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を

活
か
し
つ
つ
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
統
一
し
て

い
る
た
め
、
知
り
た
い
情
報
に
速
や
か
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
数
や
授
業
料
な
ど
を
同
じ
基

準
で
掲
載
し
て
い
る
た
め
、
複
数
の
学
校
を

同
じ
も
の
さ
し
で
比
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
大
学
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？

　

大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
へ
の
参
加
は
、
各

大
学
等
の
任
意
で
す
が
、
31
年
３
月
１
日
現

在
、
１
０
６
０
校
の
国
公
私
立
の
大
学
等
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
情
報
が
み
ら
れ
る
の
？

　

大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
に
は
入
学
者
の
受
け

入
れ
方
針
、
学
生
数
、
学
費
、
所
在
地
な
ど

の
基
本
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
私
立
大
学
等
の

建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
多
様
な
教
育
情
報

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
各
大
学
等
の
特
色
は
、
９
種
類

の
「
特
色
の
目
的
」
に
分
類
し
て
、
わ
か
り
や

す
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
や
「
初
年
次
教
育
」、「
就
職
支
援
」、

「
学
費
負
担
の
軽
減
」
な
ど
、
各
大
学
等
が
実

施
し
て
い
る
教
育
の
「
取
組
」
を
59
種
類
に
整

理
し
、
そ
の
実
施
の
有
無
を
は
じ
め
、
内
容
や

目
的
等
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
、
私
立
学
校
な
ら

で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
・
強
み
が
大
学

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
上
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
検
索
方
法
が
あ
る
の
？

【
目
的
別
検
索
】

　

学
校
名
・
学
部
等
名
、
所
在
地
、
学
校
の

種
類
な
ど
を
条
件
と
し
て
検
索
す
る
方
法
で
す
。

【
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
検
索
】

　

受
験
生
が
、
興
味
の
あ
る
こ
と
や
学
び
た

い
こ
と
、
将
来
な
り
た
い
職
業
な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
検
索
す
る
方
法
で
す
。

他
の
情
報
検
索
サ
イ
ト
と
の
違
い
は
？

　

大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
は
、
全
国
の
９
割
を
超

え
る
大
学
等
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
各
大

学
等
が
自
ら「
特
色
」や「
取
組
」な
ど
の
情
報
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
整
理
し
た
サ
イ
ト
で
あ
り
、
そ

れ
ら
を
容
易
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
進
路
選
択
支
援
の
新
た
な
ツ
ー
ル

の
一
つ
と
し
て
、「
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
５
２
～
７
８
５
４

Ｅ
メ
ー
ル

portrait@
shigaku.go.jp

「
好
き
」
と
か
「
夢
」
で
選
ぶ
と
受
験
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る

大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
の
ご
利
用
案
内

① ② ③

　「大学ポートレート」のご利用にあたり、詳細を
記載したリーフレットを作成しています。
　下記ＵＲＬに掲載していますので、ぜひ活用して
ください。

①国公私立共通のリーフレット（全２頁）

wp-content/uploads/flyer.pdf
https://portraits.niad.ac.jp/jacup/

②私学のリーフレット（受験生・保護者の方へ）（全２頁）

p_usage_leaflet.pdf
https://www.shigaku.go.jp/files/

◆リーフレット配付のお願い

③私学のリーフレット（進路指導のご担当の方へ）（全４頁）

p_usage_pamphlet.pdf
https://www.shigaku.go.jp/files/

利用者利用者

入力

Ｃ
大学
Ｃ

大学

Ａ
大学
Ａ

大学
入力

Ａ大学

入力

Ｂ
大学
Ｂ

大学

Ｂ大学

Ｃ大学

共通のフォーマットで魅力を発信各大学が直接入力 検索・アクセス

「大学ポートレート」のしくみ

※「大学ポートレート」は４月上旬よりスマートフォン表示に対応し、見やすく使いやすくなります。

https://portraits.niad.ac.jp/images/flyer.pdf
https://www.shigaku.go.jp/files/p_usage_leaflet.pdf
https://www.shigaku.go.jp/files/p_usage_pamphlet.pdf


平成 3 1 年 4 月 1 日　第 2 5 6 号

9

共
済
業
務

　

様
式
用
紙
等
の
請
求
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
請
求

が
便
利
で
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様
式
用
紙
等

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
、

内
容
（
分
類
）
別
、
用
紙
名
（
あ
い
う
え
お

順
）
の
３
と
お
り
の
方
法
で
検
索
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
用
紙
に

つ
い
て
は
、請
求
方
法
等
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
請
求

　

様
式
用
紙
等
の
請
求
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
利
用
の
際
は
、
任
意
の
用
紙

に
①
学
校
名
、
②
学
校
記
号
番
号
、
③
郵
便

番
号
・
送
付
先
住
所
、
④
連
絡
先
電
話
番
号
、

⑤
担
当
者
名
、
⑥
用
紙
名（
様
式
番
号
不
要
）、

⑦
必
要
部
数
を
明
記
し
、請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
者
が
負
担
す
る
平
成
31（
２
０
１
９
）年

度
の
団
体
信
用
生
命
保
険
料
充
当
金
の
料
率

は
、
30
年
度
と
同
じ
貸
付
残
高
１
万
円
に
つ

き
３
円
48
銭
と
な
り
ま
し
た
。

　

団
体
信
用
生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
る
借

受
人
の
所
属
す
る
学
校
法
人
等
に
は
、
３
月

14
日
（
木
）
に
個
人
別
の
「
保
険
料
充
当
金

変
更
通
知
書
」（
30
年
度
末
の
貸
付
残
高
を

基
に
算
出
し
た
充
当
金
額
）
を
発
送
し
ま
し

た
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
貸
付
の
借
受
人
に
退
職
手
当
等
を
支

給
し
た
と
き
は
、
加
入
者
資
格
を
喪
失
し
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
宅
貸
付
の
未
償
還

元
利
金
を
退
職
手
当
等
か
ら
控
除
し
、
即
時

償
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

必
ず
学
校
法
人
等
で
「
退
職
手
当
支
給
証

明
書
（
支
給
予
定
報
告
書
）DL
」
を
作
成
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
貸
付
以
外
の
借
受
人
に
退
職
手
当
等

が
支
給
さ
れ
、
加
入
者
資
格
を
喪
失
し
な
い

場
合
は
、
将
来
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

も
、
任
意
償
還
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
部　

貸
付
課

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度

団
体
信
用
生
命
保
険
料
充
当
金
率

（
住
宅
貸
付
）

福
祉
部　

貸
付
課

加
入
者
貸
付
の
借
受
人
に

退
職
手
当
等
を
支
給
し
た
と
き

改
元
に
伴
う
共
済
業
務
に
か
か
る
様
式
用
紙
等
の
取
り
扱
い企

画
室

　

平
成
31
年
４
月
30
日
に
「
天
皇
の
退
位
等

に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
（
平
成
29
年
法

律
第
63
号
）」
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

翌
５
月
１
日
か
ら
新
た
な
元
号
に
改
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

改
元
に
伴
う
共
済
業
務
に
か
か
る
各
種
様

式
用
紙
等
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
い
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
改
元
に
伴
う
様
式
用
紙
等
の
取
り
扱
い

・�

様
式
用
紙
等
は
、
５
月
以
降
に
順
次
、
新

用
紙
に
切
り
替
え
ま
す
が
、
当
面
は
、
５

月
以
降
も
現
行
の
用
紙
も
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
５
月
以
降
に
現
行
の
用
紙

を
使
用
す
る
場
合
は
、
元
号
の
修
正
を
行

わ
ず
、
そ
の
ま
ま
「
平
成
31
年
」
と
記
入

し
て
く
だ
さ
い
（
※
１
）。
現
行
の
用
紙

が
使
用
で
き
な
く
な
る
際
に
は
、
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・�

現
行
の
用
紙
に
よ
る
届
け
出
時
に
、
５
月

１
日
以
降
の
年
月
日
の
記
入
が
必
要
な
欄

に
つ
い
て
は
、「
平
成
」
の
年
月
日
の
ま

ま
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
※
２
）。

・�

私
学
事
業
団
か
ら
事
前
に
送
付
さ
れ
た
届

出
書
・
請
求
書
に
、
５
月
１
日
以
降
の
年

月
日
が
あ
ら
か
じ
め
印
字
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

す
で
に
発
行
し
て
い
る
任
意
継
続
加
入
者

証
等
で
、
有
効
期
限
が
平
成
31
年
５
月
１

日
以
降
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
元
に
伴

請　求　先 様式用紙等の
請求専用FAX

共
済
業
務
課

札幌ガーデンパレス 011（222）6311

仙台ガーデンパレス 022（299）6296

名古屋ガーデンパレス 052（957）1387

大阪ガーデンパレス 06（6393）9728

広島ガーデンパレス 082（262）1149

福岡ガーデンパレス 092（713）3581

広報相談センター相談班 03（3813）1081

様
式
用
紙
等
の
請
求
方
法

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

相
談
班

う
再
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
ま

ま
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

資
格
関
係
の
「
電
算
用
紙
」
を
利
用
し
て

い
る
学
校
法
人
等
に
つ
い
て
は
、
５
月
以

降
に
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
新
用
紙

を
確
認
し
、
そ
の
用
紙
と
同
様
に
元
号
欄

を
修
正
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
新
元

号
へ
の
修
正
に
つ
い
て
改
め
て
承
認
を
受

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
新
用
紙
の
入
手
方
法

・�
新
用
紙
は
、
５
月
以
降
に
順
次
、
私
学
共

済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様
式
用
紙
等
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
〕
に
掲
載
し
ま
す
。

・�

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
新
用
紙
の
請
求

は
、
５
月
以
降
、
下
記
の「
様
式
用
紙
等

の
請
求
方
法
」の「
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
請
求
」に

記
載
す
る
方
法
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※9〜18頁で DLマークが付いている用紙は、私学共済ホームページ〔様式用紙等のダウンロード〕からダウンロードできます。

※１ 現行の用紙を使用する場合の例

※２ �現行の用紙に５月１日以降の年月日
　　を記入する場合の例
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共
済
業
務

　加入者証や加入者被扶養者証、確認通知書が届いたときは、すぐに記載内容を確認してください。氏名や生年月日が誤っ
た加入者証等は、医療機関等で使用できない可能性があります。また、報告した報酬が誤っていると、掛金等や給付の額
にも影響が出ます。報告内容の誤りが判明した場合は、速やかに訂正や取り消しの手続きをしてください。

訂正や取り消しの事例別・報告書一覧
　報告書の記入方法、記入例は、報告書の裏面又は私学共済ホームページ〔様式用紙等のダウンロード〕の記入例を確認してください。

訂正等の内容 報告書名

資格取得報告や所属学校等変更報告を取り消すとき 資格取得報告等の取下げ申出書 DL
※所属学校等変更の取り消しは、後任校から提出してください。

資格喪失報告を取り消すとき 資格喪失報告の取下げ申出書 DL

資格取得日、資格喪失日、喪失事由を訂正するとき 加入者資格取得日・喪失日等訂正申出書 DL

加入者の生年月日、性別、氏名、住所を変更又は訂正す
るとき 加入者異動報告書 DL

被扶養者の生年月日、性別、氏名、続柄を変更又は訂正
するとき 被扶養者異動報告書 DL

被扶養者の認定年月日や取消年月日、取消事由を訂正す
るとき

被扶養者認定日・取消日等訂正申出書 
※資格課へ連絡してください。

被扶養者の認定や被扶養者の取り消しを取り下げるとき 被扶養者認定・取消申請の取下げ申出書
※資格課へ連絡してください。

資格取得時の報酬、定時決定（標準報酬基礎届書）、標準
報酬月額改定届書の報酬月額を訂正するとき 報酬月額訂正申出書 DL

加入者の賞与等支給報告の誤りを訂正するとき 賞与等訂正申出書 DL

基礎年金番号の報告を訂正するとき
基礎年金番号の報告の訂正（任意の書式で依頼）
※�加入者番号、氏名、生年月日、正しい基礎年金番号を記入し、基

礎年金番号通知書等、基礎年金番号が確認できる書類の写しを添
付して提出してください。

マイナンバーの報告を訂正するとき、外国居住等でマイナ
ンバー未取得の人が帰国（来日）で取得し報告するとき マイナンバー更新連絡票 DL

資格関係の報告内容の訂正
加入者証等や確認通知書の内容を確認してください

業務部　資格課

　

私
学
共
済
制
度
で
は
、
加
入
者
の
記
録
を

所
属
す
る
学
校
ご
と
に
管
理
し
て
加
入
者
番

号
を
付
番
し
て
い
ま
す
。

　

採
用
や
配
属
の
際
に
報
告
す
る
「
資
格
取

得
報
告
書
DL
」
や
「
所
属
学
校
等
変
更
報
告

書
DL
」
は
、
必
ず
加
入
者
が
実
際
に
勤
務
し

て
い
る
学
校
の
所
属
と
し
て
報
告
し
て
く
だ

さ
い
。　

特
に
、
同
一
法
人
で
複
数
の
学
校
が

あ
る
と
き
は
、
所
属
誤
り
の
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
都
道
府
県
補
助
金
と
所
属
学
校

　

都
道
府
県
か
ら
加
入
者
保
険
料
に
対
す
る

補
助
金
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
補
助
金

は
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
対
象
と
な
る
学
種

の
条
件
や
補
助
率
が
違
い
ま
す
。
ま
た
、
保

育
事
業
を
併
設
す
る
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も

園
な
ど
、
同
じ
学
種
で
も
補
助
金
に
違
い
が

あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

学
校
法
人
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
資
格
取

得
報
告
書
DL
」
等
に
基
づ
い
て
決
定
し
た
所

属
学
校
と
、
実
際
に
勤
務
実
態
の
あ
る
学
校

が
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、

補
助
金
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
都
道
府
県
等
か

ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

報
告
内
容
を
確
認
し
、
誤
り
が
あ
れ
ば
、

速
や
か
に
訂
正
等
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
（
上
記
参
照
）。

業
務
部　

資
格
課

資
格
取
得
等
の
報
告
は

加
入
者
が
所
属
す
る
学
校
で

報
告
し
て
く
だ
さ
い

訂正や取り消し報告の注意事項
⑴�　訂正の手続きが相当期間遅れている場合や訂正の理由によっては、遅延理由書や事実確認のための書類を提出してい
ただく場合があります。
⑵�　加入者証等の記載事項に関する訂正については、訂正処理後に正しい加入者証等を交付します。訂正前の加入者証等
は学校法人等で回収し、私学事業団に返納してください。
⑶�　加入者住所を変更・訂正しても新しい加入者証等は発行しません。使用中の加入者証等の住所欄を加入者自身で修正・
変更してください。
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ね
ん
き
ん
定
期
便

　

年
金
加
入
記
録
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
学
校
法
人
等
を
通
し
て

加
入
者
の
各
年
齢
到
達
月
（
誕
生
月
）
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
通
知
等
が
届
き
ま
し
た
ら

対
象
者
に
配
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
種
類

１�　

毎
年
通
知
（
50
歳
未
満
と
50
歳
以
上
の

２
種
類
）

　

�

直
近
13
か
月
の
標
準
報
酬
月
額
、
標
準
賞

与
額
、
保
険
料
納
付
額
、
加
入
月
数
及
び

年
金
見
込
額
（
※
）を
記
載

２�　

節
目
年
齢
通
知
（
35
・
45
歳
と
59
歳
の

２
種
類)

　

�

過
去
の
す
べ
て
の
標
準
報
酬
月
額
、
標
準

賞
与
額
、
保
険
料
納
付
額
、
経
歴
等
、
加

入
月
数
及
び
年
金
見
込
額（
※
）を
記
載

※
年
金
見
込
額

　

⑴
50
歳
未
満　

　
　

�

こ
れ
ま
で
の
加
入
実
績
に
応
じ
た
額

　

⑵
50
歳
以
上

　
　

�

現
在
の
加
入
条
件
で
60
歳
ま
で
加
入
し

た
も
の
と
仮
定
し
た
額

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
は
、
見
方
を
記

載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
い
ま

す
。
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
く
よ
う
加
入
者
に

案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
見
本
は
、
私
学
共
済

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
年
金
等
給
付
▼
年
金
等
給

付
の
概
要
▼
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
送
付
〕

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
よ
く
あ
る
質
問

Ｑ�

１  

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」に
老
齢
年
金
の

見
込
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ａ�
１　

年
金
見
込
額
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
次
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

50
歳
以
上

　

・
年
金
受
給
権
発
生
年
齢
に
達
し
て
い
る

　

・
年
金
を
繰
上
げ
受
給
し
て
い
る

　

・�

受
給
資
格
期
間
１
２
０
月
に
達
し
て
い

な
い

　

50
歳
以
上
・
50
歳
未
満
共
通

　

・�

過
去
の
加
入
期
間
に
重
複
し
て
い
る
記

録
が
あ
る

　

・�

私
学
共
済
制
度
加
入
前
に
お
け
る
厚
生

年
金
保
険
の
資
格
喪
失
が
未
確
認
で
あ
る

　

�　

右
記
の
理
由
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合

は
、
私
学
事
業
団
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

Ｑ�

２　

５
月
１
日
生
ま
れ
の
加
入
者
に
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
は
い
つ
届
き
ま
す
か
。

Ａ�

２　

誕
生
日
の
前
日
が
年
齢
到
達
日
に
な

り
ま
す
。
よ
っ
て
、
５
月
１
日
生
ま
れ
の

人
は
４
月
が
年
齢
到
達
月
に
な
り
ま
す
の

で
、
４
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

Ｑ�

３　

51
歳
の
加
入
者
か
ら
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
に
記
載
の
あ
る
年
金
額
は
、
必
ず

受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
金
額
か
と
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
回
答
し
た
ら

よ
い
で
す
か
。

Ａ�

３　

50
歳
以
上
の
場
合
は
、
現
在
の
年
金

制
度
へ
の
加
入
の
状
態
（
現
在
の
標
準
報

酬
月
額
）
が
60
歳
ま
で
継
続
し
た
も
の
と

仮
定
し
て
老
齢
年
金
の
見
込
額
を
算
出
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
制
度
改
正
や
本
人
の

加
入
状
況
（
標
準
報
酬
月
額
等
の
増
額
・

減
額
・
退
職
等
）
の
要
因
に
よ
り
変
化
し

ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
取
る
こ
と
の
で
き

る
金
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
お
よ
そ
の

目
安
と
し
て
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う

回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ�

４　

前
月
末
で
退
職
し
た
人
の
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
が
、
学
校
法
人
等
に
送
付
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

Ａ�

４　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は
送
付
す
る

月
の
前
月
に
作
成
す
る
た
め
、
資
格
喪
失

処
理
前
に
作
成
さ
れ
た
場
合
は
、
在
職
者

と
し
て
学
校
法
人
等
に
送
付
し
ま
す
。
お

手
数
で
す
が
、
退
職
者
に
送
付
い
た
だ
く

か
、
本
事
業
団
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ�

５　

学
校
法
人
等
を
退
職
し
た
後
も
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
は
送
付
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ�

５　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」は
、
私
立
学
校

を
退
職
し
た
後
は
、
本
人
が
加
入
し
て
い

る
公
的
年
金
制
度
の
実
施
機
関
か
ら
、
年

齢
到
達
月
に
自
宅
宛
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

他
の
実
施
機
関
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
に
も
、
本
事
業
団
の
加
入

経
歴
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
認
す
る
よ

う
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

 �

退
職
等
年
金
給
付
掛
金
の
払
込
実
績

に
係
る
情
報
通
知

　

退
職
等
年
金
給
付
の
払
い
込
み
実
績
に
か

か
る
付
与
額
と
利
息
の
合
計
額
及
び
明
細
等

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
の
節
目
年
齢
通
知
に
併
せ
て
送
付

し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

節
目
年
齢
の
４
か
月
前
の
加
入
記
録
を
基

に
、
加
入
者
期
間
が
１
年
以
上
と
な
る
人
を

送
付
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

●
通
知
内
容

・
退
職
等
年
金
給
付
加
入
期
間
（
月
数
）

・
付
与
額
累
計
額

・
利
息
の
累
計
額

・
付
与
額
と
利
息
の
累
計
額

・�

加
入
期
間
各
月
の
明
細（
標
準
報
酬
月
額
・

標
準
賞
与
額
・
付
与
額
・
利
息
・
付
与
額

と
利
息
の
合
計
額
な
ど
）

●
送
付
方
法

・�

在
職
者
は
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
同
封

し
、
学
校
法
人
等
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

・�

退
職
者
（
元
加
入
者
）
は
自
宅
宛
て
に
送

付
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」及
び「
退
職
等
年
金
給
付
掛
金
の

払
込
実
績
に
係
る
情
報
通
知
」を
送
付
し
て
い
ま
す

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

相
談
班
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無
効
の
加
入
者
証
等
の

回
収
と
返
納
の
お
願
い

業
務
部　

資
格
課

　

学
校
法
人
等
は
、
毎
月
の
掛
金
等
を
翌
月

末
日
ま
で
に
私
学
事
業
団
に
納
付
す
る
こ
と

が
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
掛

金
等
は
税
金
と
同
様
の
取
り
扱
い
と
な
る
こ

と
か
ら
、
万
一
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
し

た
場
合
は
、
延
滞
金
の
負
担
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
掛
金
等
は
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
の
掛
金
等
の
納
付
及
び
貸
付
金
の
定

期
償
還
は
、
口
座
振
替
（
自
動
引
き
落
と
し
）

　

加
入
者
が
資
格
喪
失
し
た
と
き
や
、
被
扶

養
者
の
取
り
消
し
を
し
た
と
き
は
、
無
効
と

な
っ
た
加
入
者
証
や
加
入
者
被
扶
養
者
証
等

を
必
ず
回
収
し
て
私
学
事
業
団
に
返
納
し
て

く
だ
さ
い
。

　

任
意
継
続
加
入
者
と
な
る
と
き
も
、
任
意

継
続
加
入
者
用
の
加
入
者
証
・
加
入
者
被
扶

養
者
証
等
を
新
た
に
交
付
す
る
た
め
、
在
職

中
に
使
用
し
て
い
た
加
入
者
証
等
を
回
収
の

う
え
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
安
全
、
確
実
か
つ

大
変
便
利
で
手
数
料
は
一
切
か
か
り
ま
せ

ん
。
納
付
忘
れ
等
の
心
配
も
な
く
、
金
融
機

関
の
窓
口
で
納
付
す
る
際
に
提
示
が
必
要
な

法
人
等
本
人
確
認
書
類
が
不
要
と
な
り
、
学

校
法
人
等
の
事
務
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

手
続
き
用
紙
「
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
・

自
動
払
込
利
用
申
込
書
」
は
、
本
事
業
団
又

は
各
共
済
業
務
課
ま
で
F
Ａ
X
で
請
求
し
て

く
だ
さ
い
（
本
誌
９
頁
参
照
）。

　

被
扶
養
者
で
あ
る
子
ど
も
が
地
方
自
治
体

（
市
区
町
村
）
の
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
家
族
療
養

費
付
加
金
等
と
調
整
さ
れ
ま
す
の
で
、
私
学

事
業
団
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
学
共
済
制
度
で
は
、
医
療
費
の
自
己
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
医
療
機
関
等
の
窓
口

負
担
が
一
定
額
以
上
に
な
っ
た
と
き
に
、
被

扶
養
者
の
場
合
は
家
族
療
養
費
付
加
金
及
び

高
額
療
養
費
等
の
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
私
学
共
済
制
度
と
は
別
に
、
加

入
者
等
が
住
ん
で
い
る
市
区
町
村
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
条
件
（
主
に
年
齢
に
よ

る
条
件
）
を
満
た
し
て
い
る
子
ど
も
に
対
し

て
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」
を
実
施
し
、
自

己
負
担
額
の
免
除
又
は
軽
減
を
行
っ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
事
業
団
は
、
医
療
機
関
等
か
ら
提
出
さ

れ
る
診
療
報
酬
明
細
書
（
自
己
負
担
額
以
外

の
医
療
費
の
請
求
書
）
に
基
づ
き
受
診
し
た

人
の
自
己
負
担
額
や
給
付
金
の
計
算
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
診
療
報
酬
明

細
書
か
ら
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」
を
利
用

し
て
窓
口
の
自
己
負
担
額
が
免
除
又
は
軽
減

さ
れ
て
い
る
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
家
族
療
養
費
付
加

金
等
の
給
付
金
を
誤
っ
て
支
給
し
、
後
日
、

給
付
金
の
返
還
を
お
願
い
す
る
事
象
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

誤
っ
た
支
給
を
防
ぐ
た
め
、
皆
様
か
ら
の

届
け
出
に
よ
り
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」
の

適
用
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、
本
事
業

団
が
支
給
す
る
給
付
金
と
の
調
整
が
行
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
被
扶
養
者
で
あ
る
子
ど

も
が
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」
の
適
用
を
受

け
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
医
療
費
の
自
己

負
担
額
が
免
除
又
は
軽
減
さ
れ
る
場
合
は
、

本
事
業
団
に
電
話
又
は
「
医
療
費
助
成
資
格

（
登
録
・
終
了
・
変
更
・
更
新
）
届
書
DL
」

等
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
け
出
が
不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す

　

市
区
町
村
に
よ
っ
て
は
、「
子
ど
も
医
療

費
助
成
」
の
適
用
を
受
け
て
い
て
も
、
一
旦

は
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
自
己
負
担
額
を
支

払
っ
た
う
え
で
、
市
区
町
村
の
窓
口
で
手
続

き
を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
市
区
町
村
が
給
付
金
と
の
調
整

を
行
い
ま
す
の
で
、
本
事
業
団
へ
の
届
け
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
等
か
ら
提
出
さ
れ
る
診

療
報
酬
明
細
書
に
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」

の
情
報
を
記
載
す
る
市
区
町
村
も
あ
り
ま

す
。こ
の
場
合
、届
け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

届
け
出
が
必
要
か
ど
う
か
の
詳
細
は
、
私

学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
短
期
給
付
（
健
康

保
険
）
▼
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
▼
医
療
費
負

担
の
軽
減
▼
市
区
町
村
等
の
医
療
費
助
成
を

受
け
て
い
る
と
き
〕を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

掛
金
等
の
期
限
内
納
付
及
び

掛
金
等
の
納
付
、
貸
付
金
の
定
期

償
還
の
口
座
振
替
の
お
願
い

業
務
部　

掛
金
課
・
福
祉
部　

貸
付
課

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
届
け
出
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

業
務
部　

短
期
給
付
課

加
入
者
向
広
報「
共
済
だ
よ
り 

レ
タ
ー
」

３
月
号
の
発
行
に
か
か
る
お
わ
び

　

平
素
よ
り
、
加
入
者
向
広
報
「
共
済

だ
よ
り　

レ
タ
ー
」（
以
下
「
レ
タ
ー
」

と
い
い
ま
す
）
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

「
レ
タ
ー
」
３
月
号
に
つ
い
て
は
、

裏
表
紙
に
一
部
掲
載
で
き
な
い
画
像
が

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
切
り

取
っ
て
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

裁
断
作
業
に
伴
い
、
発
送
が
当
初
の
予

定
よ
り
遅
れ
、
３
月
下
旬
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
は
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び
い
た
し

ま
す
。

　

引
き
続
き
、「
レ
タ
ー
」を
ご
愛
読
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



平成 3 1 年 4 月 1 日　第 2 5 6 号

13

共
済
業
務

　

職
務
上
や
通
勤
災
害
に
よ
ら
な
い
病
気
や

ケ
ガ
の
た
め
に
医
療
機
関
等
を
受
診
し
た
と

き
は
、加
入
者
証
等
を
使
っ
て
現
物
給
付（
療

養
の
給
付
等
）
を
受
け
る
こ
と
で
、
医
療
機

関
等
の
窓
口
で
の
自
己
負
担
額
は
、
原
則
３

割
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
加
入
者
や
被
扶
養
者
が

表
の
よ
う
な
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
保

険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
医
療
費

等
の
全
額
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
療
養
費

又
は
家
族
療
養
費
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

特
に
４
月
は
、
新
規
に
資
格
取
得
す
る
加

入
者
や
、
被
扶
養
者
の
認
定
を
受
け
る
人
が

多
く
、
表
の
事
由
に
よ
る
療
養
費
・
家
族
療

養
費
の
請
求
が
例
年
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

請
求
す
る
際
に
は
、
手
続
き
方
法
や
必
要

な
添
付
書
類
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
請
求
手
続
き

　

療
養
費
又
は
家
族
療
養
費
は
、
学
校
法
人

等
を
通
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
後

１
か
月
程
度
で
学
校
法
人
等
を
通
し
て
通
知

及
び
送
金
し
ま
す
。
請
求
に
必
要
な
書
類
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・�「
療
養
費
・
家
族
療
養
費
等
請
求
書
DL
」  

（
す
べ
て
の
給
付
事
由
に
共
通
の
請
求
用

紙
で
す
）

・�

給
付
事
由
に
応
じ
た
表
の
添
付
書
類

◆
注
意
事
項

・�「
療
養
費
・
家
族
療
養
費
等
請
求
書
DL
」は
、

受
診
者
、
受
診
月
（
暦
月
ご
と
）
及
び
医

療
機
関
等
ご
と
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

必
要
に
応
じ
て
上
記
以
外
の
添
付
書
類
の

提
出
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
事
務
の
手
引
、
私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
伴
う
避
難
指
示
区
域
等
に
お
け
る
、
加
入

者
及
び
被
扶
養
者
の
一
部
負
担
金
免
除
を
平
成

31
年
３
月
１
日
以
後
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
期
限

　
➡
32（
２
０
２
０
）年
２
月
29
日
ま
で

●
免
除
対
象
者

　

帰
還
困
難
区
域
等
及
び
上
位
所
得
層（
※
）

を
除
く
旧
避
難
指
示
区
域
等
に
居
住
す
る

（
し
て
い
た
）
加
入
者
等

※�

上
位
所
得
層
…�

標
準
報
酬
月
額
が
53
万
円

以
上
に
該
当
す
る
加
入
者

●
免
除
要
件
や
申
請
手
続
き

　

詳
細
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
災

害
へ
の
対
応
（
共
済
業
務
）
▼
東
日
本
大
震

災
へ
の
対
応
▼
短
期
給
付
関
係
（
医
療
機
関

の
窓
口
負
担
の
免
除
）
の
お
知
ら
せ
〕
を
参

照
し
て
い
た
だ
く
か
、
短
期
給
付
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

療
養
費
・
家
族
療
養
費
の

請
求
手
続
き業

務
部　

短
期
給
付
課

業
務
部　

短
期
給
付
課

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
伴
う
一
部
負
担
金
免
除
の
延
長

表　お問い合わせの多い給付事由
給付事由 添付書類

年
度
初
め
に
多
い
お
問
い
合
わ
せ

資格取得手続き中や、被扶養者認定申請
手続き中により加入者証等が手元にな
く、やむを得ず医療機関等の窓口で一旦
医療費を全額支払ったとき

◦「診療報酬（医科・歯科・調剤）領収済証明書 DL」
又は
◦「診療報酬明細書（レセプト）の写し」
◦医療機関等が発行した「領収書（原本）」

以前加入していた健康保険組合等の保険
証を誤って使用したため、以前の健康保
険組合等から返還を求められ、これに応
じて支払ったとき

◦以前の健康保険組合等に返還した際の「領収書（原本）」
◦�以前の健康保険組合等から交付された「診療報酬明細書（レセプト）

の写し」
　➡�「診療報酬明細書（レセプト）の写し」は、開封厳禁の封筒に入った状態で交付

されますので、開封せずに添付してください。

そ
の
他
よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ

医師の指示により治療用装具（コルセッ
ト・関節用装具・小児弱視用治療用眼鏡・
弾性着衣等）を作製・購入したとき

◦治療上必要と認めた医師の「意見書」又は「指示書」等
◦治療用装具を購入した際に発行された「領収書（原本）」
　➡�装具の種類、単価、担当した義肢装具士名等の記載があるもの。
◦靴型の治療用装具を購入した場合のみ、「靴型装具写真貼付台紙 DL」
　➡�作製した靴型装具の写真を撮影し、台紙に貼り付けて添付してください。

はり・きゅう・マッサージの施術を受け
たとき

◦当該施術を必要とする医師の「同意書」
◦「療養費支給申請書」
　➡�施術の内容、施術日、１回あたりの施術料等の記載及び領収印があるもの。領収

印がない場合は、「領収書（原本）」の添付が必要です。

旅行等で海外に滞在した際に、医療機関
を受診したとき
（治療目的で渡航した場合は対象外）

◦「海外診療報酬（医科・歯科）明細書 DL」及び翻訳文
　➡�医療機関等による記載及び証明が必要です。渡航の際にはあらかじめ用紙をダウ

ンロードし、持参することをおすすめします。
◦「外国診療記録書 DL」
◦�パスポートの写し又は出入国証明書等、受診者の名前や治療を受けた

国への渡航記録が確認できるもの
◦「調査に関わる同意書（海外療養費） DL」
　➡�提出された書類に基づき、受診した医療機関等に確認を行う場合があります。
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ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
共
済
業
務
課
（
京
都

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
を
除
き
ま
す
）
で
は
、
地

域
の
加
入
者
や
事
務
担
当
者
の
皆
様
の
た
め

に
各
種
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
者
向
け
説
明
会

知
っ
て
得
す
る
共
済
制
度
を
教
え
ま
す
!

内
容

　

加
入
者
の
日
々
の
生
活
を
支
え
る
共
済
制

度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
を

し
た
と
き
の
給
付
や
老
後
の
生
活
を
支
え
る

年
金
の
し
く
み
を
始
め
、
人
間
ド
ッ
ク
利
用

費
用
補
助
や
各
種
補
助
券
の
利
用
方
法
な
ど

加
入
者
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

新
し
く
加
入
し
た
人
か
ら
改
め
て
共
済
制

度
を
一
か
ら
知
り
た
い
人
ま
で
、
幅
広
く
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

参
加
対
象
者

　

加
入
者
及
び
事
務
担
当
者

開
催
日
程
・
申
し
込
み
方
法

　

各
共
済
業
務
課
発
行
の
ブ
ロ
ッ
ク
広
報
誌

又
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
き
ょ
う
さ
い

ト
ピ
ッ
ク
ス
〕
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
か
、
各

共
済
業
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
説
明
会

 

将
来
に
備
え
て

　
　
　
　
年
金
制
度
を
知
り
ま
し
ょ
う
!

内
容

　

退
職
後
の
生
活
を
支
え
る
年
金
制
度
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

　
「
年
金
っ
て
い
つ
か
ら
も
ら
え
る
の
？
」

「
ど
の
よ
う
な
手
続
き
す
れ
ば
い
い
の
？
」

な
ど
、
基
本
的
な
内
容
か
ら
説
明
し
ま
す
の

で
、
年
金
の
こ
と
が
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い

人
で
も
安
心
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

担
当
者
と
個
別
に
面
談
す
る「
個
別
方
式
」

と
、
ス
ク
ー
ル
形
式
で
行
う
「
説
明
会
方
式
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
対
象
者

　

加
入
者
及
び
そ
の
家
族
、
事
務
担
当
者

開
催
日
程
・
申
し
込
み
方
法

　

各
共
済
業
務
課
発
行
の
ブ
ロ
ッ
ク
広
報
誌

又
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
き
ょ
う
さ
い

ト
ピ
ッ
ク
ス
〕
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
か
、
各

共
済
業
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
事
務
担
当
者
向
け
説
明
会

す
ぐ
に
役
立
つ
共
済
事
務
を
学
べ
ま
す
!

内
容

　

私
学
共
済
の
事
務
に
か
か
る
基
本
的
な
内

容
や
手
続
き
に
つ
い
て
、
事
例
を
挙
げ
て
説

明
し
ま
す
。
毎
年
必
ず
行
う
事
務
手
続
き
や

質
問
の
多
い
事
項
な
ど
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
た

内
容
で
２
時
間
程
度
行
い
ま
す
。

　

日
々
の
共
済
事
務
の
一
助
と
し
て
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
対
象
者

　

事
務
担
当
者

開
催
日
程
・
申
し
込
み
方
法

　

説
明
会
を
開
催
す
る
地
区
の
学
校
法
人
等

に
開
催
案
内
を
別
途
送
付
し
ま
す
。
開
催
案

内
に
同
封
の
「
地
域
事
務
担
当
者
向
け
説
明

会
参
加
申
込
書
」に
参
加
者
を
記
入
の
う
え
、

各
共
済
業
務
課
ま
で
郵
送
に
よ
り
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

年金説明会　新潟会場

各
種
説
明
会

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度 

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
共
済
業
務
課
主
催

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

相
談
班

ブロック名 担当都道府県 ガーデンパレス名 電話番号（直通） ブロック広報誌

北 海 道 北海道 札幌ガーデンパレス
共済業務課 011（222）6234 きらら

東 　 北 青森・岩手・宮城・秋田・山形・
福島

仙台ガーデンパレス
共済業務課 022（299）6231 ハーモニー

関 　 東 茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・
東京・神奈川・新潟・山梨

東京ガーデンパレス
共済業務課 03（3812）2577 東京ガーデンパレス

からのお知らせ

中 　 部 富山・石川・福井・長野・岐阜・
静岡・愛知・三重

名古屋ガーデンパレス
共済業務課 052（957）1388 すこやか

近 　 畿 滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・
和歌山

大阪ガーデンパレス
共済業務課 06（6393）9701 Present

中 　 国
四 　 国

鳥取・島根・岡山・広島・山口・
徳島・香川・愛媛・高知

広島ガーデンパレス
共済業務課 082（262）1134 SunSunニュース

九 　 州
沖 　 縄

福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・
宮崎・鹿児島・沖縄

福岡ガーデンパレス
共済業務課 092（752）0651 そよ風
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加入者貸付のご案内
福祉部　貸付課

貸付利率：変動金利　年 2.26％（災害貸付は年 2.00％）　
　　　　　※平成 31 年 4 月 1 日現在

貸付種類
と 金 額

：�一般貸付・結婚貸付・災害貸付
　　　　（標準報酬月額の６か月相当額の範囲内　
　　　　　上限 200 万円）
教育貸付（標準報酬月額の 12 か月相当額の範囲内　
　　　　　上限 500 万円）
住宅貸付（申し込み時点での退職手当金額 ＋ 上乗せ額の範囲内　上限 2,000 万円）
医療貸付（標準報酬月額の６か月相当額の範囲内　上限 120 万円）

貸付償還：�借り受けた月から毎月の返済（元利均等償還）となります。学校法人等は定期償還額を給与等から控除して
私学事業団に払い込んでください。貸付けの定期償還には口座振替をお勧めします（本誌 12 頁参照）。また、
償還途中の申し出により、貸付金額の全部又は一部を任意に償還することが可能です。

償 還 の
確 実 性

：�退職時までに全額償還できる見込みがあることを確認してください。加入者貸付以外の他の借入金や高額な
貸付けにより生活に深刻な影響を及ぼすことがないよう、加入者に説明してください。

事務担当者は、貸付け申し込み時に以下のことを確認してください。

加入者に申し込みが
できない旨を説明
してください。

加入者に訂正を依頼
し、訂正箇所を再度
確認してください。

不足している添付書
類を加入者から提出
してもらい、添付書
類を再度確認してく
ださい。

いいえ

いいえ

いいえ

確認済

確認済

加入者貸付は、加入者が臨時に資金を必要
とするときにその資金を貸付ける制度です。

貸付け申し込み資格要件を満たしていますか？
加入者期間が引き続き１年以上ある加入者（住宅貸付は、年金等給付の加入者期間が引き
続き５年以上ある加入者）ですか。

申込書類等に加入者が記入した内容は正しいですか？
✔　代筆・未記入等はありませんか。
✔　償還早見表に記載の償還額・償還回数となっていますか。
✔　押印する印鑑は、スタンプ印を使用していませんか。
✔　訂正箇所の訂正印が加入者申込印と同じ印鑑ですか。

必要な添付書類がそろっていますか？
一般貸付以外は、「貸付申込書 DL」「借用証書 DL」の他に添付書類が必要となります（詳
細は「事務の手引 平成30年版」の898頁以降を参照してください）。

特に教育貸付の場合は、次の添付書類が必要です。
・�入学すること（合格通知の写し）又は在学していること（在学証明の原本又は有効期限

の記載のある学生証の写し）を証明する書類
・�申込金額が200万円を超える場合（借り換えを含みます）は、おおむね１学年以内の必

要とする額（貸付送金額以上の額）を証明する書類
・�留学の場合は、修学内容及び修学期間が通算して６か月以上ある証明書（すべての添付

書類に和訳文が必要です）

申込書類等の学校法人等証明欄に必要事項を記入し、代表者印を
押印のうえ締め切り日までに本事業団に提出してください。

・申込締め切りは毎月15日（必着）で、送金日は翌月２日となります。
・毎月16日から月末までに申し込んだ場合、希望により翌月22日の送金も可能です。
　ただし、希望する場合は「貸付申込書」の貸付送金日欄の「22日」を○印で囲んでください。
　�また、22日送金の貸付決定者の初回（償還期別第１期）定期償還は、貸付決定通知に同封の払込取扱票により、貸付金の入金

を確認し（送金日以降）、償還期限日（毎月６日）までに学校法人等が払い込んでください。

はい

はい

はい

団体信用生命保険の加入をお勧めします
　住宅貸付を申し込む際、「団体信用生命
保険」への加入を希望した加入者が、不慮
の事故等で死亡又は高度障害になった場合
に、保険金により住宅貸付の貸付残高を充
当する制度です。住宅貸付を申し込む際に
はぜひ加入してください。
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退職等年金給付

年金等給付事業

福祉事業（福利厚生）

※他にも日本国籍を有さない人に対する脱退一時金があります。

生涯生活設計の支援事業
教職員生涯福祉財団と共催で、退

職後を含めた生活設計に必要な知識
や情報を提供するセミナーを開催して
います。

 また、通信研修・講座等の割引斡
旋を行っています。

積立貯金事業
加入者の毎月の給与や賞与から貯

金を受け入れ、安全に運用すること
で、有利な利率（※）で還元してい
ます。
※年利　0.25％（半年複利）
 �金融情勢の変動等により変更する場
合があります。

積立共済年金事業
拠出型企業年金保険制度で、在職

中に積み立てた積立金を原資として退
職後に年金や一時金等の給付が受け
られます。

税制適格コース（個人年金保険料控
除の対象）と自由選択コース（一般の生
命保険料控除の対象）があります。

共済定期保険事業
スケールメリットを活かした保険料

で、在職中に死亡した場合や高度障
害となった場合に保険金が給付され
ます。

１年更新の団体保険制度で、個人
加入コースと学校加入コースがありま
す。

保 健 事 業
特定健康診査・特定保健指導、ヘ

ルスケアポイント、人間ドック利用
費用補助事業、メンタルヘルス等相
談事業、郵送検診、出産祝品等の贈呈、
各種割引事業などを行っています。

医 療 事 業
直営の医療施設として、東京臨海

病院を運営し、加入者及び被扶養者
に高度で適切な医療を提供していま
す。

宿 泊 事 業
全国にホテル「ガーデンパレス」（札

幌・仙台・東京・名古屋・京都・大阪・
広島・福岡）を８か所、宿泊所・保養
所（箱根・湯河原・葉山・鎌倉・金沢・
軽井沢・志賀高原・京都）を８か所運
営しています。

貸 付 事 業  （本誌15頁参照）
一般・教育・結婚・災害・医療・

住宅貸付の６種類の加入者貸付が利
用できます。

 加入者貸付は、貸付金の送金から
償還金の払い込みまで、所属校を通
じて行います。

障害厚生年金

加入期間中に初診日がある病気やケガで障害の状態に
なったときに、その生活を補てんするための給付です。

障害認定日（原則初診日から１年６か月後）に障害等
級が１～３級（※）に該当する場合に支給されます。在
職中も支給されます。
※障害者手帳の等級と一致するものではありません。

遺族厚生年金

加入者又は加入者であった人が死亡したときに、その
人によって生計を維持されていた遺族の生活保障として
支給されます。遺族の順位は、①配偶者、子  ②父母  ③
孫  ④祖父母となっています。

　共済業務に関する電話での相談サービス
　広報相談センター相談班とガーデンパレス（東京・京
都を除きます）の共済業務課では、オンライン情報をも
とに、共済業務にかかる各種相談を受け付けているほか、
年金の試算や証明書の交付なども行っています。

	 受付時間：月～金曜日 
	 	 （年末年始及び祝日を除きます） 
		  ９：00～17：15

老齢厚生年金

退職後や老後の生活の安定のため、全国民共通の「老
齢基礎年金（国民年金）」の上乗せとして支給されます。
　老齢厚生年金は、下表の年齢に応じて支給が開始され
ます。ただし、在職中は原則として支給停止されます。

生年月日 老齢厚生年金の
支給開始年齢

昭和28年４月２日～昭和30年４月１日 ６１歳

昭和３０年４月２日～昭和32年４月１日 ６２歳

昭和３２年４月２日～昭和34年４月１日 ６３歳

昭和３４年４月２日～昭和36年４月１日 ６４歳

昭和３６年４月２日以後 ６５歳

広報相談センター相談班 ☎03（3813）5321（代表）

共
済
業
務
課
（
直
通
）

札 幌 ガ ー デ ン パ レ ス ☎011（222）6234
仙 台 ガ ー デ ン パ レ ス ☎022（299）6231
名古屋 ガ ー デ ン パ レ ス ☎052（957）1388
大 阪 ガ ー デ ン パ レ ス ☎06（6393）9701
広 島 ガ ー デ ン パ レ ス ☎082（262）1134
福 岡 ガ ー デ ン パ レ ス ☎092（752）0651

福祉事業の詳細は、「私学共
済ブック2018〔保健・宿泊
編〕」をご覧ください。なお、
2019年版は５月下旬に「レ
ター」５月号と一緒に送付し
ます。
私学共済ホームページ〔加入
者用ページ▶私学共済制度
の刊行物〕でもご覧できます。

※�電話番号をお間違えのないようにお願いします。

被用者年金制度の一元化により、共済年金の職域部分の年金は廃止されました。「退職等年金給付」がそれにかわる
給付です。「退職年金」、「職務障害年金」、「職務遺族年金」の３種類があります。

財政運営は積立方式、給付設計については、キャッシュバランス方式を採用しています。
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総医療費

私学共済制度の三つの事業

【医療機関等を受診したときの一般的な例】

手続きが必要な主な給付（現金で給付されます）
●病気になったとき ●�休業し報酬が減額又

は無給となったとき
●災害にあったとき

短期給付事業（健康保険）

私学共済制度は社会保障制度の一つです
　私立学校に勤務する教職員（一部を除きます）は、私
立学校教職員共済法により私学共済制度の加入者になり
ます。自分の意思で加入したり、脱退したりすることは
できません。
　私学共済制度の財源は、学校法人等と加入者が負担す
る掛金等と国等からの補助金等で成り立っています。

学校法人等

掛金等

加入者 国・自治体

補助金・交付金等

短期給付事業（健康保険）

　加入者と被扶養者の病気・ケガ・結
婚・出産・死亡・休業や災害などに対
して給付されます。
＊民間会社に勤務している人が加入す

る「健康保険」に相当するものです。

年金等給付事業
　加入者が一定の年齢に達したときや退
職したとき・障害の状態になったとき・
死亡したときに、加入者や遺族の生活の
安定のために年金や一時金が給付されま
す。

福祉事業（福利厚生）

　「日常生活をより豊か
に、より健康に」をテー
マに、八つの福祉事業を
行っています。

　職務以外の病気やケ
ガにより休業したとき

　出産により休業した
とき

　家族の病気やケガな
どにより休業したとき

窓口負担
原則３割７割

医療機関等の窓口負担が一定額以上になったときは、高額療養費・一部負
担金払戻金などが支給されます。自動払いのため、手続きは必要ありません。

医療機関等の窓口で加入者証
を提示することにより、原則
３割が自己負担となります。

　医療費のすべてを加入者（患者）が
自己負担するのではなく、７割は私学
事業団が医療機関等に支払います。
　このことを 療養の給付等  といい
ます（現物給付）。

　やむを得ない理由に
より加入者証等を使え
ず、一旦医療費の全額を
立て替え払いしたとき

　転院等の際、症状が
重いため緊急やむを得
ず、医師の指示で寝台
自動車等を利用したとき

私学事業団では、私学共済制度に加入する際、所属学校単位
に加入者番号を付番しています。

私学共済制度に関するお問い合わせの際には、学校記号番号
又は加入者番号を伝えてくださるよう、ご協力をお願いします。

加入者証の記号・番号の例
記号 １１ A ９９９９ 番号 ９９９９９

学種 学校番号

学校記号番号

加入者番号

個人番号県コード

新しく私学共済事務担当者となる皆さんへ

療　養　費

移　送　費

　お問い合わせの際には

家族療養費

家族移送費

●死亡したとき
埋　葬　料
家族埋葬料

　水震火災やその他
の非常災害により死
亡したとき

弔　慰　金
家族弔慰金

傷病手当金

出産手当金

休業手当金

●結婚したとき
結婚手当金

　水震火災やその他
の非常災害により住
居や家財に損害を受
けたとき

災害見舞金

●出産したとき
出　産　費
家族出産費

※直接支払制度を
利用しなかったと
きは請求が必要で
す。

短期給付・年金等給付の詳細
は、「私学共済ブック2017
〔給付編〕」（隔年発行）をご
覧ください。
私学共済ホームページ〔加入
者用ページ▶私学共済制度
の刊行物〕でもご覧できます。

私学共済制度のあらまし
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共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

共済業務

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）

被扶養者の要件の再確認を！

　被扶養者として認定されている人が、就職して健康保
険に加入したとき、アルバイトなどで収入が増加したと
き、又は同居を要件とする被扶養者が別居したときなど、
被扶養者の要件を欠いたときは、速やかに「被扶養者取
消申請書 DL」を提出してください。
　被扶養者の再審査等で、以前から被扶養者の要件を欠
いていることが判明すると、要件を欠いた時点に遡って
被扶養者の取り消しとなり、その間に受けた保険診療費
などは返還していただくことになります。
　４月は被扶養者の状況も変動することが多い時期で
す。要件を満たしているか再確認し、手続きが遅れるこ
とがないよう注意してください。� 【業務部　資格課】

積立貯金の前期募集が始まります
前期申出期間　４月26日（金）～５月24日（金）

　積立貯金の新規申し込み、既加入者の積立金額変更及
び中断している積立貯金の復活を希望する場合は、申出
期間内に手続きをしてください。
　なお、積立貯金のパンフレットは３月25日（月）に単独
発送しました。新規適用校や新規加入者用などにパンフ
レットが必要な場合は貯金係まで連絡してください。ま
た、私学共済ホームページ〔福祉事業 ▼積立貯金〕にも
掲載しています。
◆制度のあらまし

◦利率　�年利0.25％（半年複利。利率は、金融情勢の
変動等により変更する場合があります）

◦積立金額単位　1,000円単位
◦積み立て方法
①定時積立金　毎月の給与から積み立て
②�臨時積立金　�年３回、夏期・冬期・春期の賞与等

から積み立て
※臨時積立金のみの積み立てはできません。

◦今回の申し込みによる積み立て開始
�６月の給与から〔払込期限は７月10日（水）〕

◆申し込み方法（所定の用紙で申し込んでください）
◦新規加入　　　　「貯金加入申込書」
◦積立金額の変更　「積立金変更申込書」
◦積立貯金の復活　「積立中断・復活届書」
私学共済事務担当者は、加入者から提出された書類を
学校単位で一括して「貯金関係書類送付内訳書」を添付
のうえ、申出期間内に提出してください。
◆送付先（積立貯金書類専用）

〒101-8709　日本郵便（株）神田郵便局私書箱第103号
私学事業団共済事業本部　福祉部保健課貯金係

掛金等及び貸付関係のスケジュールに
注意してください

　「即位の日」に伴う10連休により、４月分掛金等及び
５月分貸付金定期償還関係書類の発送は５月18日（土）
となります。�
　また、３月分の掛金等及び４月分の定期償還の口座振
替（自振校のみ）は５月７日（火）、４月分の掛金等及び
５月分の定期償還の口座振替（自振校のみ）は５月28日
（火）となります。�【業務部　掛金課・福祉部　貸付課】

　共済事業本部へのお問い合わせが多い時期のため、電
話がつながりにくい状態となっています。特に月曜日の
午前中は大変混雑しております。また、連休明けも混雑
が予想されます。ご迷惑をおかけしますが、ご了承くだ
さい。お問い合わせは、お近くのガーデンパレス共済業
務課も利用してください（本誌16頁参照）。

の共済業務スケジュール

の共済業務スケジュール

１日（月） 掛金等  ２月分納期限
２日（火） 貸付  送金
６日（土） 貸付  ３月分定期償還期限
10日（水） 貯金  払込期限（必着）
15日（月） 貸付  ５月７日送金申し込み・任意償還申出締め切り

22日（月）
貯金  送金
貸付  送金

25日（木）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

26日（金） 貸付  ５月22日送金分申込締め切り

6日（月） 貸付  ４月分定期償還期限

7日（火）

掛金等  ３月分納期限
掛金等  ３月分掛金等口座振替（自振校のみ）
貸付  ４月分定期償還口座振替（自振校のみ）
貸付  送金

10日（金） 貯金  払込期限（必着）
15日（水） 貸付  ６月３日送金申し込み・任意償還申出締め切り

18日（土）
掛金等  ４月分掛金等関係書類発送
貸付  ５月分定期償還関係書類発送

18
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INFORMATION （「月報私学」はホームページにも掲載しています）

私学振興事業本部
〒102 - 8145　東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

私立大学等経常費補助金の申請等に
ついては電子窓口をご確認ください

　私立大学等経常費補助金の調査票及び事務連絡等を
「電子窓口」に掲載していますので、定期的に確認して
ください。
　４月は、「平成30年度私立大学等経常費補助金に係る
申請内容の確定報告について」「私立大学等経常費補助
金説明会について」等を掲載する予定です。

� 【助成部　補助金課】　　　　　　　　      
	 ☎03(3230)7300~7314
	 Ｅメール　hojokin@shigaku.go.jp

会計処理等のご質問・ご相談を
承っています

　私学経営情報センターでは、会計処理をはじめ、私学
経営全般にわたる事項についてご質問、ご相談を承って
います。ぜひ利用してください。

� 【私学経営情報センター　私学情報室】
	 ☎03（3230）7846~7848
	 Ｅメール　center@shigaku.go.jp

平成31（2019）年度　日本私立学校振興・共済事業団職員募集
　私学事業団では、下記のとおり平成 31（2019）年度職員採用試験を行いますので、関係者へご案内ください。
受験手続き、その他詳細については私学事業団ホームページ〔採用・募集情報〕にてご確認ください。
●受験資格…平成２（1990）年４月２日以降生まれの
者で学校教育法による大学の学部を卒業（又は大
学院の修士課程を修了）した者、もしくは平成
32（2020）年３月までに卒業（又は修了）見込みの
者又は本事業団がこれらと同等と認めた者。
●採用予定人数…10 名程度
●採用予定年月日…平成 32（2020）年４月１日
　（既卒者は平成31（2019）年度中に採用の場合あり）
●受験申込期間
　平成 31（2019）年４月５日（金）～５月７日（火）

●第一次試験（教養・作文）
　平成 31（2019）年６月 23 日（日）
　会場　東京大学教養学部駒場キャンパス
●第二次試験（第一次試験合格者に対する面接等）
　平成 31（2019）年７月（予定）

　【問い合わせ先】
　　総務部 人事課
　　　☎ 03（3230）7884、03（3813）9518
　　　Ｅメール　jinji@shigaku.go.jp

経営相談のご案内

　私立学校の経営の改善及び安定に寄与するため、経営
相談を実施しています。
　学園の抱える経営上の問題点について現状分析、問題
点の把握、考えられる対応策を整理してアドバイスします。

【相談内容の例】
　①経営改善計画の作成支援　
　②管理運営、組織の活性化
　③教育条件の比較・分析
　④財務の分析・比較
　⑤学生生徒等の確保
　⑥人事政策・人件費の見直し
　⑦収入の確保、経費の節減
　⑧その他の課題
　⑨専門家を活用した相談

【経営相談の申込書等について】
◆大学・短期大学・高等専門学校法人
　３月15日に電子窓口に掲載
◆高等学校・中等教育学校法人
　３月15日に理事長宛てに送付
　平成31（2019）年度において相談を希望される場合に
は、必要事項をご記入のうえ、お申し込みください。

◎申込締め切り日：平成31年４月19日（金）

【私学経営情報センター　経営支援室】
　　☎03（3230）7826・7828
　　Ｅメール　shien@shigaku.go.jp
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校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？
校舎・園舎などの耐震化（耐震改築・耐震改修）に私学
事業団の融資をご利用いただくと、要件を満たした場合、
国の利子助成が受けられます。
利子助成は二つのパターンがあります。
〔イメージ図：返済期間20年の場合〕

そのほか耐震化以外の校舎、園舎などの建築や土地の購入、
機器備品の購入なども融資の対象となります。施設設備の
整備計画の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

※�事業を行う学校の種類や事業内容により、利子助成の対象になるか、ま
たどちらのパターンになるかが決まります。
※�融資金利が0.5％以下の場合、パターン①の４年目以降、パターン②の
全借入期間の利子助成は行われません。
※�返済期間が20年を超える場合の利子助成率はイメージ図と異なります。
詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ先
（私学振興事業本部）

■■主な事業と融資金利（平成31年３月現在）

主な事業内容
返済期間（据置年数含む）

30年以内 20年以内 10年以内 ６年以内

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％ 年％ 年％ 年％

0.80 0.50 0.31 0.41
寄宿舎などの建
築・用地取得 0.90 0.60 0.41 ―

園バスや備品など
の購入 ― ― 0.31

（5.5年以内）

0.31
※�返済期間が30年以内（21年以上）の融資は、1貸付契約あたりの融資額が
10億円以上の場合にご利用いただけます。また、木造建物については、対
象となりません。
※�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール　yushi＠shigaku.go.jp

融資事業のご案内

宿泊施設のご案内 私学共済ホームページから宿泊予約ができます。
https://www.shigakukyosai.jp/

詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm
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（禁無断転載）　

１泊朝食付 ツインルーム（２名１室／１名様）7,650円
 トリプルルーム（３名１室／１名様）6,650円

取扱期間：平成31（2019）年5月6日～31日
特典：小学生以下のお子様にキッズアメニティープレゼント

１泊朝食付 シングルルーム（１名１室／１名様）6,600～9,100円
 ツインルーム（２名１室／１名様）6,400～8,650円

取扱期間：平成31（2019）年９月30日まで
※上記料金は日程により変動します。詳しくはお問い合わせください。

〒060-0001　札幌市中央区北1条西6丁目　☎011（261）5311（代表）

〒810-0001　福岡市中央区天神4-8-15　☎092（713）1112（代表）

JR「札幌」駅南口から徒歩７分。地下鉄「大通」駅下車、徒歩５分。札幌駅前通地下歩行空間６番出口から徒歩３分
https://www.hotelgp-sapporo.com/

地下鉄「福岡空港」駅・JR「博多」駅から地下鉄空港線「天神」駅下車、徒歩８分
https://www.hotelgp-fukuoka.com/

春のファミリー＆グループプラン

朝食付宿泊プラン

待ちに待った北海道の春！爽やかな北の大地に遊びに
来ませんか。

治承３年（1179年）に始まった「博多どんたく港まつり」。
毎年５月３日・４日の２日間、さまざまな仮装の人々が
シャモジを叩いてまちを練り歩く（誰でも参加可能）など、
華やかな雰囲気で町中がどんたく一色で賑わいます。

北海道庁旧本庁舎（赤レンガ） （写真提供：札幌市）

博多どんたく港まつり （写真提供：福岡市）

mailto:yushi%EF%BC%A0shigaku.go.jp



